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北大文学部紀要 44-1 (1995) 

西フリジア語の音韻と正書法(1)

清水 誠

Ludlear en stavering fan it Westerlauwersk Frysk (1) 

(The Annual Report on Cultural Science 44-1 (N 0.85). The Faculty 

of Letters. Hokkaido University. Sapporo. Japan. 1995) 

SHIMIZU Makoto 

音韻 (deludlear) と正書法 (destavering) 

~ 1 はじめに

標準語としての西フリジア語はオラン夕、語からできるだけ距離を保とうと

する一方，規範性が弱く，地域差や社会層による相違の許容度が高い。これ

はとくに音韻について著しい。辞書に異形がしるされ，文法書の記述に差が

あるのもこのためである。以下の記述ではもっとも標準的な発音を示すにと

どめる。

正書法は1945年と 1976年 (1980年実施)の 2度にわたって改正された。

しかし，その改正には不徹底な面があり，音韻体系が複雑なこともあって，

習得には困難が伴う。西フリジア語の話者自身，正しい正書法を身につけて

いるのは 10%ほどにすぎず，学校教育でも正書法の習得に重点が置かれてい

る。

~ 2 アルファベット (italfabet) 

アルファベットは次のとおりである。
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北大文学部紀要

A a， a [a:] M m [Em] 

B b [be:] N n [w] 

(C， c [se:] ) O 0， o [o:u] 

D 

E 

F 

G 

H 

J 

K 

L 

d [de:] P p [pe:] 

e， e [e:] (Q q [ky]) 

f [d] R r [Er] 

g [ge:] S s [ES] 

h [ha:] T t [te:] 

i， Y y [ i ] U u， u， U [y] 

[je:] V V [fe:] 

k [ka:] w w [ ve:] 

[d] (X X [Iks] ) 

Z Z [ZEt] 

① Q/qとX/xはふつう用いなしユ。外来語などを転写する場合には， qu 

はkまたはkwとつづり， xはksとつづる。

kosjint [ko¥Int] ，-(引き算の)商Jkwitansje [kwit5:n¥d] ，-領収書」

eksamen [Eksa:mdn] ，-試験」

② C/cは単独では用いず， Ch/chとしてのみ現われる。

③ V/vとZ/Zは語末と語頭では用いない。これは摩擦音 [v]，[z]が

語中にしか現われないためである。したがって，辞書の見出し語に

はV/vとZ/Zの項目がない。

④ Y/yは子音字ではなく，閉音節でI/i[I]にたいして [i]の音を示

す母音字である。I/iと区別して Fryskey (またはGrykskey， y-

grek) と呼ばれることがある。辞書ではI/iと同じ箇所に配列され

る。

⑤ その他の母音字として，小文字に補助記号(~ : breedteken， ~・

skerpteken)を添えた a，e， o， u， Uがある。これは補助記号を除

いたもとの母音字と発音上は同じでありながら違う環境に現われる
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西フリジア語の音韻と正書法(1)

場合や，もとの母音字と音質や長さの異なる音を表わす場合に用い

る。ただし，大文字ではふつうそれぞれA(← a)，E (← e)， 0 (← 

o)， u (←u)， u (←u)とつづる(補助記号をつけた表記も見かけ
るが，正式には不要である)。辞書ではもとの母音字と同じ箇所に配

列される。

⑥ 他の補助記号としては，母音字の上に添える分音符:trema)が

あり，音節の切れ目を表わす。

beamte [baamta] I公務員，役人」く斗beamte[bjEmta] I木々 」

see [se:] I海」 く吟seeen[se:叩]I海 (複数)J

⑦ 以前はおもにアクセントのある語末母音で§の文字を用いたが，今

日ではeeとつづる(‘!日→新'の順)。

resume →resumee [rIsyme:] I要約」

se→see [se:] I海」 seen→seeen [se:an] I海(複数形)J

色の文字は，アクセントをもっeの文字が開音節であいまい母音[a]

と発音されるのを防ぐために，十数個の語について用いられるにと

どまる。

grouwelich [gr::lUve:lax] Iひどい」

oeremis 国語:mIs]I我を忘れた」

音韻 (deludlear) 

I 母音 (itlud) 

~ 3 はじめに

(1)母音の種類と特徴

西フリジア語は母音が豊かである。短母音が10種類，長母音が9種類，

二重母音(くだり二重母音)が11種類あり，二重母音の一部は「割れJ(9 10) 

と呼ばれる現象によって，語形変化や語形成でいわゆる「のぼり二重母音」

(本書では半母音と短母音の連続とみなし，二重母音に含めない)と交替す
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北大;文学部紀要

ることがある。したがって，次の語は確に発音して壁郡ずる必要がある G

wite [vU<i] (←wyt [vitJ) I告しユ(液化形)J

witte [vIt<'JJ r矢口っているJ

wiidte [vi:t<'J J r広さ」

wiete [vi<'JねJ(←wiet [vi<it]) rぬれた(変化形)J

wiette [vjIt<'JJ 

このほかに「割れ」に関連して「短母努化J (~9) の現象があり，さら

に「鼻音化J (~8) の現象もある。

本書では半長母音(itheallange ienlild)はとくに設定せず，

る。また，三三震母音 (ittrijelild)は認めない (0参照)。

アク-¥:::ントのある翻顕母音む前では陣内需銭音が出ることがある

(Sipma 19日:15， Fokkema 19672 : 31)。しかし，ドイツ簡などと比べて

ぞれほど強くない。これはオランダ語でも る。

(2) 開音節 Ot51告tt制 wurdlid)と鞠斎節 (itiepen附 rdlid)

以下の表ではカッコ内{く >)につづり字を添えて訴す。「閉Jは爵膏館

{子苦学で終わる音部入「関Jは開音鮪{母音字で終わる音館}の轄である。

ここでいう と開音節は発音上のIZJJUではなく，アクセントをもっ音

鮪.について したがって，発音上の区別とはかな

らずしも一致しない。西フリジア諮の正書法では， とつ

，閉音節でひとつの母音学が器塔昔，間音節でふたつ重ねた侍

それぞれ表わすものとして，一部で区射することがある

(s 24 (1)参銭入たとえば，次の 2謡ではa は需音節にあるが，正

うではない。

pakke [pak<'JJ IっかむJ a間資都知ak俗ke)→短母音 [aJ

pake [pa:k<'JJ I祖父J: a開音欝 (pa公的→長母王手

さらに， wiidte [vi:t<'J J I広さJ の [i:Jは，発音よはおi:J一[t<iJのよう

に開音量若にあるが，正護法上はwiid-teのように爵音節にあるのでiiとつ

づる。これは正欝法で'wiidI広い」十.teI捨象名詩の接尾辞Jという語形
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西フリジア語の音韻と正書法(1)

成を明示しているためである。ただし，最近の外来語には例外がある。

S 4 短母音 (itkoarte ienlud) 
(1) 短母音の種類

短母音には次の10種類がある。このほかに，それぞれの母音に鼻音化

(!i 8 )の現象がある。

巴F 本書では母音の分類に舌の位置の高低による高舌，中高舌，中低舌，低舌の用語を用

いる。これは関口度(口の聞き)による狭，半狭，半広，広に対応する用語である。

個々の解説では関口度による説明を加えることがある。

前舌 中舌 後舌

非円唇 円唇 円唇

高舌 iくy閉/i開〉 yく色閉/u開〉 u < u. /oe> 

中高舌 Iくi閉〉 o<u閉〉 0<0閉〉

中{~舌 E<巴閉〉 ョ<eなど〉 コ<0閉/a閉+歯音〉

低舌 a<a閉〉

(2) 解説と用例

[ i ] :口の聞きは最も小さく，唇を横に張って緊張させる。[1]との区別に

注意。

① y:閉音節。

fyn [fin] r細い，精轍なJ wyt [vit] r白いJ myn [min] r私の」

② 語末を除く開音節。 i[i:]と同様に i[I]とつづる。

fine [fin8] r見つけるJ wite [Vit8] r白い(変化形)J

③ y :語末。

dy [di] rそれJ party [pati] rいくつかのJ juny [jyni] r六月」

④ -dei [dj8， di] (←dei [dai， dEi] r日J)による合成語で本来のフリ

ジア語の語葉。

jierdei [jIdj8， .. di] r誕生日J tiisdei [ti:Zdj8， .. di] r火曜日」
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くi=>nijjersdei [no (j) iazdai， .. dti] r元日」

feestdei [fe:zdai， .. do] r祝日」

-deis [dais， dos]， -deisk [dais (k)， dos (k)]による合成語は別。

hjoeddeisk [juadais (k)， .. dos (k)] r乙んにちの」

hjoeddeis [juadais， .. dos] rこんにち」

⑤ -heid による派生語の発音は一般に [. . hit]である。[..hait， .. 

hot]はつづり字に引きずられた発音であり，一般的ではない。

swierrichheid [swjIraxhit] ([.. hait， .. hot]) r困難」

[I] :口の聞きは[i]より広めで，唇の緊張はゆるい。[i]との区別に注

意。機能的には [e:]の短音にあたる (99参照)。

① 閉音節のみ。

fin [fIn] rうろこ」一finnen[fInan] rうろこ(複数形)J

ik wit [vIt] r私は知っているJ-witte [vIta] r知っている」

min [mln] r悪いJ Ingelan [Iuab:n] rイギリス」

Drinte [dr Inta] rドレンテ(オ.Drentheオランダ北部の州り」

② 外来語でアクセントのある [E]はi[1]で表わすことが多い。

septimber [sEptImbar] r九月J eksimpel [EksImpaI] r例」

[E] :日本語のエとほぼ同じ。

e アクセントのある閉音節。

beppe [bEpa] r祖母J wet [VEt] r法律」

[a] :日本語のアよりも奥寄り。前寄りの長母音[a:]との音質の差に注意。

① a 閉音節のみ。

acht [axt] r八」 planke [pl匂ka]r板」

② a 少数の語の語末。

ta [ta] r へ， ..についてJ sa [sa] rそのような」

ik ha [ha] (←hawwe [hava]) r私はもっている」

③ oa:少数の語。

moandei [mandja， .. di] r月曜日」

moatte [mata， mwata] r なげればならない」
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商フリジア語の音韻と正書法(1)

『母音 [aJをオランダ語のように発音記号 [aJで示す方法もあるが (Sipma1913)， 

西フリジア語の母音はオランダ諾とちがって「張り/緩み」よりも「長/短」の対立が

重要なので (Cohenet al. 19782・113)，本書では長母音 [a:Jにたいして短母音 [aJ

の表記を用いる。ただし，音質の明らかな違いから長母音 [e:Jにたいしては短母音

田と表記する。

[コJ:唇をまるめて日本語のオよりも口の聞きをかなり大きくする。 [oJ

との区別に注意。

① O 

bod [b::>t] r申し出J sok [s::>k] r靴下J klok [kbk] r柱時計」

hollich [凶ldxJr穴のあいた，空腹のJ(←hol[h::>l] r穴J)

② a 閉音節で歯茎音s， 1， d， t， nの直前(‘soldaten'と覚える

と便利， z [z]， ng [U]， nk [UkJは除く)。

jas [j::>s] rジャケット J bal [b::>l] rボールJ wat [v::>t] r何」

mad [m::>t] (med [me:t]) r耕地J plan [pbnJ r計画」

同じ発音で Oとつづる別の語があることに注意。

kast [kJst] r戸棚，たんすJ-kost [kJst] r食料，食事」

past [p::>st] (←passe [P5Sd]) rひ。ったり合う(過去分詞)J -post 

[p::>stJ r郵便」

.". aというつづりはかつての発音 [aJのなごりである (Boersma/Vander Woude 

19812 : 93)。

③ a : rrの脱落J (9 15)による黙字のrの直前と，短母音化 (99)や

「割れJ (9 10)によって生じたaは[コ]でなく， [aJと発音する。

part [pat] r部分J(黙字のr) hoanne [wand] rにわとり J(割れ)

hastich [hastdX] (←haast [ha:st] r性急さJ)r，性急なJ(短母音化)

④ a 例外，最近の外来語など。

{hy hat [hat] / do hast [hast]} (←hawwe) r{彼/君}はもってい

る」

watten [vatdn] r綿J antropology [antropologi] r人類学J (外

来語)

F 開音節で長母音を示すaは②の歯茎音の直前でも [a:Jと発音する。
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talen [t孟:lan](←ぬal[ta:!]) i言語(複数彩)J

[ 0] :春香とまるめでほぼ日

o 開資節のみ。

を発音する。〔斗との臨別に注意。

bot [bot] rにぶ、いJ sok [sokJ rそのようなJ

klok [klo同月卵を抱く/ひよこを連れた}めんどり J

hollich [h61<1x] rがんこなJ(←hol1e[hol<1] 

[u] : Iヨ本語のウよりも口合開きを小さくして辱をまるめる。

CD u: nの直前および外来語 (Dijkstra19922 : 33)。関音態と爵音節。

grun [grun} r地面J (n 

guverneur [guvsrnO8r] r総管J (外来語)

@ u:対応するオランダ語がui，euの場合 (Dijkstra19922 : 33) 0 

と開音露。

krupe [krup<1] rはうJ(オ.kruipen) buk [buk] (オ.buik) 

窃 oe:対応するオランダ諮がoe，o。の場合，とくに k，ch， gの護蔀

(Dijkstra 19922 : 31 f人関音節と開音節。 oe[U<1]との区別に詑窓o

droech [drux] r乾いたJ(オ.droog) 

boek [buk] (務 [bu:kJ)r本J(れ boek)

oefe出 1笈 [uf8nID] 〈オ.oefening) 

oeというつづりはかつての発一寄与:]のなごりである待出1・'Sma/Vander・Wouお

l詰81": 93)。

[y]:[i]を発音する訂のかまえで轡をまるめる。

CD u:関昔欝o u [y:]と同様に設とつづる。

nut [nyt] rクルミJ tut [tyt] rキスJ

@ u: 

nuten [nyt<1n] rクルミ(捜数形)J tuten [t抑制]rキス{複数形)J

( * nutten， * tuttenとはしない) thus [tysJ 
〔世J: [ι〕きそ発音する口のかまえで唇宅をまるめる。
u 

wurd [vot] I語J-wurden [vOd8nJ (複数形)J
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nut [notJ 1利益J-nutte [nOt8J (←nutsje [nOt¥8J) 1利益になる

(過去分調)J tusken [tOsk8nJ 1 の聞に」

F ドイツ語のkδnnen[kan叩]，できる」のδ[a]よりも口の開きがやや狭い(Sjolin

1969 : 50)。

[ 8 J :あいまい母音 (schwa)。アクセントをもたない。

① eなど:アクセントのない音節 Oi21 (1)参照)。

se [S8J 1彼女(ら)，彼らJ men [m8nJ 1 (話者を含めて一般に)

人は」

belibje [b81Ibj8J 1経験する」 in [叩J1不定冠詞」

F 語末の巴[;J]は特定の名詞で脱落することがある。

ebb巴[Eb;J]/eb[e:p] ，干潮J doaze [do;Jz;J]/doas [do;Js] ，袋」

krabbe [krab;J]/krab [krap] ，カニ」

② -dei [.. dj8， .. di] (←dei [dai， dci] 1日J)による合成語で本来の

フリジア語の語重量。

jierdei [jIdj8， .. di] 1誕生日J moandei [mandj8， .. di] 1月曜日」

~ 5 長母音 (itlange ienlOd) 

(1) 長母音の種類

長母音には次の 9種類がある。このほかに，それぞれの長母音に鼻音化

(9 8 )の現象がある。

西フリジア語には母音に長短の対立があり，長母音はオランダ語にくら

べてはっきり長く発音する。 [IJにたいする [e:J (および [aJ (正確には

[aJ)にたいする [a:J) を除いて，短母音との音質の差はとくにない。

F 高舌，中高舌，中低舌，低舌の用語については94(1)参照。
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前舌 中舌 後舌

非円唇 円唇 円唇

舌

舌

高

中

i: <ii閉/i開> y:く凸閉/u関〉

e・<ee閉/e関〉 世:く巴u>

u: <白/oe>

0: <00閉/0開〉

コ:く白/a>中低舌 E・〈色/(e)>

低舌 a:くaa閉/a開〉

(2) 解説と用例

[ i:] : [i]の長音。

① ii :閉音節。

tiid [ti:t] ，-時間J wiid [vi:t] ，-広いJ iis [i:s] ，-氷」

② i :開音節。 i[i] と同様に [i:] とつづる。

tiden [ti:d;m] ，-時間(複数形)J wide [Vi:dd] ，-広い(変化形)J

[e:] :唇を緊張させ，口の聞きは[E:]よりも小さい。日本語のイとエの中

間。ドイツ語やオランダ語の [e:] と同様。[c:]との区別に注意。

機能的には i[1]の長音にあたる(~ 9参照)。

① ee:閉音節。

wees [ve:s] ，-みなしご」

② e 開音節。

wezen [ve:zdn] ，-みなしご(複数形)J rede [re:dd] ，-理'性」

③ ee:語末およびその変化形と合成語の成分。

reed [re:t] ，-ドライブン

see [se:] ，-海」

seeman [se:m::m] ，-船乗り」

E 短音の [e]はない。 Zantema(1984)では外来語でアクセントをもたず，しかもあ

いまい母音でないeを次のように半長母音 [e.]と記している(ib.218)。

e'dysje [巴.disj8]，編集J edu'kaasje [e.duka:sj8] ，教育」

本書では半長母音を認めないので，短母音の[I]を用いて次のように表記する。

seeen [se:dn] ，-海(複数形)J

edysje日di¥8]，編集」 edukaasje [Idyka:¥8] ，教育」

[E:] : [E]の長音。日本語のエーとほぼ同じ。 [e:] との区別に注意。
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西フリジア語の音韻と正書法(1)

① e 閉音節と開音節。

red [n;:tJ I車輪J-rede [rE:daJ I救う」

wes [w::sJ (←weze) I であれ(命令形)J -wezen [vE:zanJ I本

質」

② e 少数の例外。

bern [be:nJ I子供」 gers [ge:SJ I草」

it hat ferzen [fE:zanJ (←frieze [friaza J) I氷がはった(現在完了

形)J

[a:J :日本語のアーよりも前寄り。後寄りの短母音 [aJ との差に注意。

① aa:閉音節。

baan [ba:nJ Iコース」

saad [sa:tJ I井戸」

② a 開音節。

aard [a:tJ I性質」

naad [na:tJ I縫い目」

banen [ba:nanJ Iコース(複数形)J saden [sa:danJ I井戸(複数形)J

[コ:J: [コ]の長音。 [o:Jとの区別に注意。

① a : ld， lt， nの直前。

ald [コ:tJI古いJ salt [s::>:tJ I塩J lan [b:nJ I国，土地」

② o :それ以外。

not [m:tJ I穀粒J stok [st::>:kJ I杖J bole [bろ:laJIノ号ン」

③ a : 1の前で対応するオランダ語の語形にaがある場合 (Dijkstra

19922 : 43)。

stal [stJ:IJ I家畜小屋J (オ.stal) 

ただし， stale [st5:1aJ I芯J (オ.steel) 

④ o : 1の前で対応するオラン夕、語の語形に Oがある場合(Dijkstra

19922 : 43)。

rolje [r5:1jaJ I転がるJ (オ.rollen) 

aというつづりはかつての発音 [a:Jのなごりである (Boersma/VanderW oud巴

19812 : 93)。

[o:J : [oJの長音。[コ:Jとの区別に注意。
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① 00 :閉音節。

hoopje [ho:pja] i希望する」

ik stook [sto:k] (←stoke) i私は火をたく」

② o 開音節。

hy hat hope [ho:pa] (←hoopje) í彼は望んだ(~見在完了形)J

stoke [sto:ka] i火をたくJ no't [no:t] i なのだから」

[u:] : [u]の長音。

① u:nの直前および外来語(Dijkstra19922 : 33)。

duns [du:ns] iダンスJ(nの直前)

kompjuter [kompju:tar] iコンピューターJ(外来語)

② u:対応するオランダ語がui，euの場合(Dijkstra19922 : 33)。

hus [hu:s] i家J(オ.huis) 

bfigel [bu:γal] iアイロンJ(オ.beugel) 

③ oe:対応するオランダ語がoe，00の場合，とくに k，ch， gの直前

(Dijkstra 19922 : 31 f.)。

skoech [sku:x] i靴J(オ.schoen) 

it roek [ru:k] (←ruke [ruka]) iにおいがしたJ(オ.rook) 

hy kroep [kru:p] (←krupa [krupa]) i彼は這ったJ(オ.kroop) 

... oeというつづりはかつての発音 [o:Jのなごりである (Boersma/Vander W oude 

19812 : 93)。

[y:] : [y]の長音。

① u:閉音節o U [y] と同様にu[y:] とつづる。

ik snuf [sny:f] (←snuve) i私は鼻息を立てる」

druf [dry:f] iぶどう」

② u 開音節。 u[y] と同様に u[y:] とつづる。

snuve [sny:va] i鼻息を立てる」

druven [dry:van] iぶどう(複数形)J nuver [ny:var] i異常な」

[併:]: [O]の長音。

eu:閉音節と開音節。
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deun [dO:nJ ，-歌J-deunen[岬:nanJ，-歌(複数形)J

sneu [sno:J ，-残念な」

H 二重母音(ittwalQd) 

(1) 二重母音の種類

二重母音には次の 11種類があり，後半部があいまい母音e[aJの6種類

と後半部が高舌母音 [iJ， [YJ， [uJの5種類とに分かれる。いずれも

前半部がアクセントをもってやや長く(本書では表記しない)，音節主音に

なり，後半部が軽く添えられることから「くだり二重母音J(it delgeande 

twalud)と呼ばれる。このほかにそれぞれの母音に鼻音化 (98)の現象が

ある。

巴F 高舌，中高舌，中低舌，低舌の用語については~ 4 (1)を参照。

前舌 中舌 後舌

非円唇 円唇 円唇

高舌 id <ie> Ydくue> Ud <oe> 

中高舌 Id <ea> 世くeo/(eau)/(eu)> oi <oi> Odくoa>

中低舌 Ei <ij/ (ei) / (y) > ayくui> コu<ou/au> 

低舌 ai くai/ei>

(2) 解説と用例

それぞれの発音については短母音および長母音の解説を参照。

(a) 後半部があいまい母音e[aJのもの 6種類

[iaJ : ieとつづる。 [laJ との区別に注意。

ier [iar J ，-血管J hiel [hialJ ，-全体のJ hier [hiar J ，-髪」

[laJ : eaとつづ、る。 [iaJ との区別に注意。

ear [larJ ，-耳J heal [hlalJ ，-半分のJ hear [hlar J ，-紳士」

[oaJ : oa 

boat [boatJ ，-ボートJ noas [noasJ ，-鼻」
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[Ud] : oeとつづる。 oe[U]/[U:] との区別に注意。

doel [dUdI] ，.目的」

[Yd] : ue 

foet [fUdt] ，.足」

nuet [nYdt] ，.飼いならされたJ kuere [kYdrd] ，.見張る」

sluere [slYdrd] ，.滑る」

次のようなロマンス語からの外来語にも用いる。

kultuer [kOlt内r]，.文イ七J natuer [nat向r]，.自然」

[向]: 

① eo:たいていの場合。

freon [fr向n]，.友だ、ち」

② eu: rの前。

fleur [fl向r]，.活気」

gleon [gl向n]，.白熱した」

③ eau:不定詞語幹 -lUWの強変化動調の過去形([jO:U]もある)と

過去分詞など。

hy skreau [skr向， skrjo:u] ，.彼は書いた(過去形)J

hy hat skreaun [skr向n]I彼は書いた(過去分調)J

(←skriuwe [Skrjywd， skrjO:Wd]) kleaune [klOdnd] ，.糸玉」

他の場合のeau[jo:u] との区別に注意。

skreau [skrjo:u] ，.叫びJ skreauwe [skrjO:Wd] ，.叫ぶ」

(b) 後半部が高舌母音の [i]，[y]， [u]のもの5種類

[:m] :前半部の[::J]はかなり低舌で，オランダ語の ou/au[Ju]と同様に

オウよりもむしろアウと聞こえる。本書ではカナ表記でアウとする。

① ou， au:つづり分けはオランダ語と同様に歴史的な理由による。

hout [h::Jut] ，.木材J(オ.hout) 

rou [口u]，.車且いJ(オ.ruw) 

grou [grJu] ，.太ったJ(オ.grof) 

grauw) 

blau[bbu] ，.青いJ(オ.blauw) 

rau [口u]，.生のJ(オ.rauw) 

grau [gr::Ju] ，.灰色のJ(オ.

② e [d]が続くときはつづり字上wを伴って ouwe/auwe[::JUd]とな

る。
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rouwens [r5u<)ns] i粗いこと J blauwens [b15u<)ns] i青(いこと)J

rouje [r5uj<)] i喪に服する(ーjeは動調派生接尾辞)J

(オ.rouwen) -hy rouwe [r5u<)] i彼は喪に服したJ(オ.rouwde) 

dauje [出uj<)]i露がおりる(廿は動詞派生接尾辞)J

(オ.dauwen) -it dauwet [d5u<)t] i露がおりるJ(オ.het dauwt) 

官 Ti巴rsma(1985: 14)の発音表記はou/au[au]。

[ay] :uiとつづる。オランダ語のuiと同様に前半部の[a]はかなり低舌

である。本書ではカナ表記でアイとする。

fluit (e) [fleeyt (<))] iフルート J bui [bay] iにわか雨」

jui [jay] i陶酔」

"'" Tiersma (1985: 14)の発音表記はui[oy]だが，前半部は以]よりも低舌である。

Cohen et al. (19782 : XIV)はui[Aむ]としている。

[eI] : 

① ij 

b可[beI]iミツバチJ praterij [pra:t<)rti] iおしゃべり」

② y:次の人称代名詞と前置調。

hy [heI] i彼(主格)J sy [seI] i彼女(ら);彼ら(主格)J

wy [veI] i私たち(主格)J my [meI] i私(目的格)J

dy [dEi] i君(目的格)J by [bEi] i のところに」

F ヴォーデン方言 (Waldfrysk)の発音はy[i] (Hof 1933 : 178)。

hy [hi] sy [si] wy [vi] my [mi] dy [di] by [bi] 

『つづり字yはかつての発音[i]のなごりであり (Fokkema19672 : 25)，ヴォーデ

ン方言は古形を保っている。一方，ヴォーデン方言ではeiを[ai]ではなしかつて

の発音どおりに [Ei]と発音する (Hof1933 : 101， Fokkema 19672 : 25)。

③ ei :上記のヴォーデン方言の発音および最近の外来語。

aktualiteit [aktyaliWt] i現状」

universiteit [ynifErsiWt] i大学」

[ai] : ai， eiとつづり，つづり分けは一定しない。

① ai:比較的少ない。

maits [maits] iウジ」 baitsje [baiti<)] i男性用上着・下着」
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② ei :ヴォーデン方言 (Waldfrysk)で[Ei]と発音するもの(上記の

[Ei]の説明を参照)。

rein [rain， n:in] I雨」 neil [nail， m:il] ，-くぎ，爪」

meitsje [mait¥8， mEi..] I作る」

『巴iとつづる語はクラーイ方言 (Klaaifrysk)で [ai]のほかに[コiJと発音すること

があるが (Dijkstra19922 : 59)，一般的ではなく，本書では割愛する。

f 次のような少数の語の [aiJは音節の切れ目に現われ，縮小形接尾辞-keの前で [a:J

の短母音化を伴っている。

aike [亘ik<JJ(←aai [a:i]) r卵(縮小形)j

kaike [kaik<JJ (←kaai [ka:i]) r鍵(縮小形)j

この場合の [ai]は音韻論的には二重母音ではなく，長母音 /a:/ が短母音化(~ 9 ) 

を起こした/a/と半母音/j/の連続/aj/と解釈される (Cohenet aL 19782 : 120)。

じっさいの発音は [ai]と同じなので，本書では発音上の便宜から [ai]と表記する

(~ 7参照)。

[oi] : oiとつづる。少数の語のみ。 oai[o:i]との区別に注意。

muoike [mwoib] ，-おばJ muoie [mwoi8] ，-残念に思われる」

ruoikje [rwoikj8] I静かに漕ぐ」

Gr oi [oiJをoaiと向ーの発音として扱ったり，いわゆる三重母音 UOlの一部とする意見

があるが，本書ではこれを独立の二重母音とみなす (Cohenet aL 19782 : 120， Booij 

1988 : 10， Booij 1989 : 321)。

oaiは‘長母音[o:J+ [i] (=半母音/j/)午uoiは‘[uJ(=半母音/w/)+二重母音[oi]， 
と解釈する(~ 7参照)。

S 7 その他の母音の発音

(1) 組み合わせの種類

二重母音とはみなされないが，発音上注意するべき音の組み合わせがあ

る(く 〉はつづり字を示す)。

i) [i:u] (/i:w /) <ieu> ii) [jyu， jo:u] (/jyw/， /jo:w/)くiuw>

iii) [jo:u] (/jo:w/)くeau> iv) [o:u] (/o:w/)く0>

v) [u(:)i] (/u(:)j/)くoei> vi) [a:i] (/ a:j/)くaai>

vii) [o:i] (/o:j/)くoai> vui) [wa:i] (/wa:j/)くoai>
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ix) [wai] (/waj/)くoai>

いずれも音韻論的には長母音または短母音に半母音/j/，/w/が添えら

れたものと解釈される。母音に低続する半母音の部分は，後続母音が付加

されると二重母音の場合とちがって後続部の音節初頭音になり，摩擦を

f半って子音としてはたらく(再分節化) (Cohen et al. 19782 : 120)。それ

以外は母音 [i]，[u] と同様の発音になる。次の用例を参照。

i) ieu [i:u] (/i:w/) ，-世紀J-ieuwen [i:w;m] ([i:]ー[w;m]， /i:w;m/) ，-世紀

(複数形)J

vi) ik paai [pa:i] (/pa:j/) ，-私はなだめるJ-paaie[pa:jd] ([pa:]ー[jd]， 

/pa:ja/) 

まとめると次のようになる。

i) [i:Wd] (/i:Wd/)くieuwe> ii) [jywa， jo:wa] (/jY'四/，/jO:Wd/)くiuwe>

iii) [jo:wa] (/jo:wa/)くeauwe>iv) [O:Wd] (/O:Wd/)くowe>

v) [u(:)ja] (/U(:)jd/)くoeie> vi) [a:jd] (/a:jd/)くaaie>

vii) [O:jd] (/O:jd/)くoaie> 吋u) [wa:jd] (/wa:jd/)くoaie>

ix) [waja] (/wajd/) <oaie> 

(2) 解説と用例

[i:u] (/i:w /) :少数の語のみ。*[idU] とは発音しないことに注意。

① ieu: 

ieu [i:u] ，-世紀J Sieusk [si:usk] ，-ゼーラント (Seelan/オ.

Zeeland;オランダ南西部の州)の;ゼーラント方言(オ.Zeeuws) 

(の)J

② ieuwe [i:wa] (/i:wa/) : e [d]が続く場合。

ieuwen [i:wan] ，-世紀(複数形)J

ieuwenald [i:WdllJ:t] ，-何世紀も昔の」

③ 一部の語ではiuw[jyu] /ieu [i:u]の語形が併存する。この場合は

iuw [jyu]が一般的(Dijkstra19922 : 70)。

kiuw [kjyu] /kieu [ki:u] ，-えら」
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miuw [mjyuJ/mieu [mi:uJ rカモメ」

紹..[jy勺]はほぼブリースラント南部と西部， [jo:uJは北部と東部?の発音マ?ある (Hof

1933 : 58 ff.)。

[jyu， jo:叫(jjyw，jo:w/) : 

会) iuw: 

triuw [trjyu， trjo:u] き，押し」

ik skriuw [skrjyu， skrjo:uJ r校、は書く j

② iuwe [jywa， jo:waJ (/jywa， jo:wa/): e [誌が続く場合。

triuwe [trjywa， trjる:waJr突し搾すJ

skriuwe [ぬrjywa，skrjo:w<1] r書く J

[jo:叫(jjo:w/): 

CD eau: 

ik skreau [skdo:uJ r私は叫ぶ」

@ eauwe [jo:waJ (/jo:wa/) : e [a]が続く

skreauwe [skrjo:w<1] r叫ぶJ

eau [拘， jo:uJ (/内/，/jo:w/)乙.iuweで終わる動語)とのIZ別に

設意。

hy skreau [skr拘， skrjo:uJ (←skriuwe) r彼は議いたJ

[o:u] (jo:w/) : 

告 o

do [do:u] jo [jo:uJ rあなた(の)J

ik sko [sko:u] r払はずらすJ sko [sko:u] r引き戸j

② owe [o:W<1J (/o:w<1/) : e [叫が続く

dowen [do:wan] r鴻(複数形)J jowes [jo:was] rあなたのものJ

skowe [sko:wa] rずらすJ skowen [sko:w<1nJ守!き戸(複数

形)J

[u(:)i] (/u(:)j/): * [U<1i]とは発音しないこと
CD oei: 

boei [bu(:)iJ rプイ J bloei [blu (:) i]吋花)盛りJ
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く② oeie [u (:)j ~J (/ぱ:)ja/) : e [~J 

boeien [bu (:) jan] rブイJ

[a:i] (/ a:j/): [a:Jの部分はかなり

φaai : 

bloeie [blu(:)j;:}] r(花が)映く J

く，認寄りである。

kaai [ka:i] r鍵j waaide [va:ida] r (織が〉吹いた」

⑨ aaie [a:j~] (/a:ja/) : e が続く場合。

kaaien [ka:jan] r鍵(複数形)J w総 ie[va:jaJ r (揺が〉吹く」

[o:i] . (/o:j/) : 

合 oai:

skoai [sko:i] r物乞いJ moai [mo:i] r美しいJ

koai [ko:i] r (掛窓の)

@ oaie [o:ja] (/o:j;:)/) :叫叫が続く場合。

skoaie [sko:ja] r物乞いするJ moaie [mo:ja] しい(変化形)J

koaien [ko:jdn] r (複数静)J

総r oai [O;}i]の表記もあるが (Tiersma1985 : 14)，今日ではー綾約でない。

[wa:iJ (/wa:j/) : 

① oai: 

koa必i[口抹kwa広:i可]γ勺}にζせ卵〈鳥の巣宅そE荒らしたときに践んだ

に霞いておく)υJ 
@ oaie [wa:j;:}] (/wa:ja/): e [a]が続く場合。

koaien [kw五:janJrにせ探〈複数静)J

[wai] (/waj/) : 

① oai: 

boai [bwai] ( [bo:立がふつう)r男の子J

@ oaie [waj;:}] C/waja/) : e [;:}]が続く場合。

boaiem [bw五jar吋「床J (WFT 3 1986 : 8) 
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II 母膏にかんする現象

~8 鼻音化 (den出 alearring)と長音化 (derekking) 

(1) 鼻音北

管膏十n' f [f]， w [v]， s [s]， z [z]， j [j]， w [w]と流音

r [rJ， 1 [告の産前で、鼻母音になる。これを鼻音化という。

の次に[n ]を訴えて表わす。鼻音化は最近む外来語を除いて境期約に趨こ

る (Riemersma1979)。

抑制[inbIJi患いっき，俊入J tsjinwar [tsjInvar] i防籍j

aldens [念品叫「年齢J ynsekt [insektJ 

ienzer [i;;har] (←iens [iansJ) ，-一致した，仲の良い〈比較綴)J

moanje [mwanjaJ るJ freonlik [fr釦nlakJ，-親切なJ

oanrinne [ oanr!ω] ，-走り寄る」

明.ng [llJ， nk [llk]の前では奥音化が怒ζらないことに主主慈。

hingje [ばllj;:)Jr掛かっている-.1 tankje [t匂kj叫「感謝するJ

(a) 単語慌での鼻音化

は文中でも隣接する単語開で鼻音fちが起こることがある。

san jier [s:>:n jiar] i 7年間J(Sipma 1913 : 99) 

myn lan [min b:叫「私の関j

yn syn siel伊 sinsiaI] ，-彼の心の中でJ(Tiersma 1985 : 144) 

(b) 鼻菅先と音節

は‘母音ートがが同一音節』こなければ組こらない (Visser1985 a : 

39 f.) 0 

enoarm [Inw五rm](←[I].[nw五rmJ)iとてつもない」

inoar [~mwむ] (←.  [nwarJ) まいに」

dyn hoaskes [din wおk8S]，-績のストッキング(縮小彰の譲数形)J

く士)dy noaskes [di nwask8sJ ，-その鼻(結小形の譲数形)J

(c) 鼻音イ七と語形変北

鼻音化の有無によって語形変住のさいに発音に設意を饗する動詞があ



る。

西ブリ

前renje[venj;:)] I住む」

現在形 ikwenje [ vEnje] 

dowe拠出t[vEnest] 

hy wennet [venet] 

と夜警法(1)

wy wenje [vE判

通去形 ik wenne [vEne] 

ik haw wenne [vEne] 

(d) 最近の外来語

最近の外来語には鼻音イじが起こらないものがある (Visser1985 a : 

44)。

monstrum [m6n話tr;:)m]I経物」

trans暢 [trans] I (接顕辞入.を越えてJ

sjans [ians] I (異性に近づく)チャンスJ

(e) 鼻音化が結こらないあいまい母音匂〕

議アクセントのあいまい母音[;:)]で鼻音化が起こらない諮がある

(Visser 1985 b : 81) 0 鼻音化が組こらない場合には後続する nが説蓄す

る。いずれも瞬接する音館に主アクセントがある単一語である。

neffens [nefes]に.に従って」 pensjoen [peiu;:)n] I年金J

mansjester [meiEster] / mansester [mesest;:)r] Iコ…ノレテン」

次の詰では鼻音北の有無が揺れている。鼻音色が起こらない場合には

低椀する nが税落する。

harsens [hasens， hases] I蹴J(Zantema 1984 : 376) 

avensaasje [avens五:ie]/avesaasje[aves五 I前進J(ib. 42) 

<ri1!iフリジア諮の鼻音化は次の歴史的な妻葬祭と関係があると考えられる。すなわち，北

海うわレマン諮の特徴(ingw邑onism告がとして爽誌やブリジア諾では摩擦音の護霊前の

誌が消失した。

エ， goose/other ブ.go忠告/oar(<会ブ.othar) 

く==>オ.震ans/and佼ド， Gans/ ander 

オランダ諮でもた chの宣言寄マはおの消失が見られる o

ニ1:， soft/fiv!桂ブ.総合/fiif オ， zacht/vijf く=>にねnft/ftlnf

鼻音化はnの消失の一妙手前"f:'あるといえる。じじっ，滋ブリジア穏にはgoe宰

[仰@S]rガチ君ウ」に方言的な語形としてgans[g:>九]があり，この形に非鼻音e化

([コ:nJ→[コ:])が起とればnf主完さをに消失することになる (Bo告rs凶器/VanゐrWoude
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19812 : 70心。上記の(1Xe)のffl傍受著書照。

(2) 長母音化

s [s]とz[z]の程変前では鼻音化に長母音イちが加わる。[InJ

[I]の長母音が [e:]であるように， [e:n] になる。

wynsk [v七nsk]r斜めの」 finster [必:nst8r]r窓」

bernsk訪日skJr子供っぽいj moarns [mwa:nsJ r覇にJ

gans [g:>:ns] r多くの，まったく J g的zje[gu:n38]rブンブン鳴るJ

tongersdei [tO:nzdj8， touaz..， .. di] r木曜日J

h命lsk[hy:nsk] r冷笑的なJ

(a) 鼻母音の韓類

keunst [ko:nstJ r芸箭」

on [on]では長音イじが怒こらない (DeHaan 1988 : 54)。

pronsel [pronsal] r洋簸のしわj

slonzich [slonzax] rだらしないJ

slons [slons] /slonze [slonz8] rだらしない女J

納長母音化とアクセント・音節

主義時音fじはアクセントをもっ母音を含む?号館が寵後に続く音節では組

こらない。後続する音欝がない場合や，あいまい母音 [8]などのアクセ

ントをもたない音節が産後に続く場合には起こるC

ynsekt [insekt] r昆虫j prinsipe [prInsipa] r原則j

finansjes [fin5:やs]r財政Jや)finansjeel [fimnje:I] r財政的なJ

prins [pre:ns] r王子」く口)prinses [prInses] r王女」

duns [du:ns] r捕りj-dunser[必:nsar]r競り手j-dunseres

[du:nsares] r躍り子(女?全形)j

kansel[同:nsal]r説教壇j-kanselarij [kJ:ns8Iarti] 

Zant記ma(1984) L'は次のような場合にも長音化ぜそ認めている。
provin'sjaal [pro.ve:nsja:1] r地方のJ (ib. 787) 

prin'ses同)[prε:nSES(;J)] r玉女J (ib. 782) 

しかし，とれは一般的ではなく，本綾では次のように表記する。
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provinsjaal [pr・ovlni念日「地方のj

prinses俗的 [prInsEsωJr王女J

(c) 

またがっては鵠こらない (De

Haan 1988 : 51) 0 

tsjinstan [t~înstコ:n]

[sb:叫「状態J)

moarnsiik [mwa:nsi:kJ 

[si:kJ 

in tin stikje 

tsjin [t~In] r刊に対抗 十stan

moarnω 鵬トsiik

っている。

moarnsiten moarn [mo<)n] 十ゃ

十 iten[itan] 

も dttい鎮向がある。

moarnsk [mw氏、 r鞍おJ (←moarn [moan] 

付 Finsk[fIns (k) ] rフィンランド{人強}のJ(←Fin [fInJ rフィ

ンランド人J)

(d) 長時三ま北と

2人鞍i単数現主主務 (-st)では龍の現在形との類識から

こらなくなりつつある。ただし，対越するさ託金名請はそうではない。

winne [vIna ] I持。門、友綿)J • 

現形単数2人称dowinst(新)[vIn器tJr君は得るJ< (1話)[ve:nstJ 
仲単数1づ人事本 ik win [vIn] /hy wi拭[vInt] 複数 wywinne

[vInaJ 

ただし，対車ずる諌生名謁はそうではない。

winst [ve:nstJマIj益J
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~ 9 短母音化 (deferkoarting) 

(1) まとめ

複数形，縮小形，派生語，合成語のように，語形変化や語形成によって

別の音節ゃある種の子音が加わって，語が長くなったり音節後半部の構造

が複雑になると，これを嫌ってアクセントを持つ母音が逆に短くなること

がある。長母音が短くなるときには対応する短母音になり，これを短母音

化という。一方，二重母音について類似した現象を示すのが910で述べる

「割れ」でトある。短母音化は西フリジア語使用地域全体に広く見られる。短

母音化の有無は語棄によって決まっており，規則性がない。

(a) 長母音の種類から見た短母音化

[i:] → [i] 1iif [li:f] ，-体」→1yfke[lifk8] ，-体(縮小形)J

[e:] →[1] 1eech [le:xJ ，-低い」→lichte[lIxt8] ，-低さ」

[e:] → [e] brege [brE:γ8] ，-橋」→brechje[brExj8] ，-橋(縮小形)J

[a:] → [a] aai [a:i] ，-卵」→aike[五ik8]，-卵(縮小形)J

[コ:]→[コ han[h:m] ，-手」→handich[h5nd8X] ，-手軽な」

(* [0:] → [0]用例なし)

[u:] → [u] mss [mu:s] ，-ネズミ」→msske[musk8] ，-ネズミ(縮

小形)J

[u] → [y] hss [hu:s] ，-家」→hus1ik[hys18k] ，-家の」

[y:] → [y] skuf [sky:f] ，-すべり戸」→skufl臼 [sky(:)fkd]，-すべ

り戸(縮小形)J

(* [o:]→ [O]用例なし)

(b) 機能的に見た短母音化

① 複数形

1an [b:n] ，-国，土地」→1annen[15四 n]

faam [fa:m] ，-女の子，女中」→fammen[f五m8n]

② 縮小形

gles [gle:s] ，-グラス」→gleske[glEskd] 

1ape口五:p8]，-布切れ」→1apke[lapkd] 
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窃派生語 (Tiersrna1979 a : 79 ff.) 

i )名詔

七eid:wiis [vi:s] r賢い」→wysheid[vishit， (..hait， ..hc:it) ] /wiis-

heid [vi:s..] 

-ling: hus [hu:sJ rきま」→husling[旬sIIuJr(月物の刃に近い〉敬っ

手の先端部分J

.nis : begrave [bggra:vgJ r埋葬するj→begraffenis[bggrafgnIsJ 

「壊葬」

・skip:bliid [bli:t] rうれしいJ→blydskip[blitsklp J 

-te : siik [si:kJ r病気の」→sykte[sikt;:t] 

ii)形容詞

命

綱ich: haast [ha:stJ r急さずj→hastich[hast;:tx] r，投急な」

ーlik: geriif [ggri:fJ r快適さJ-->geryflik [ggriflgk] r棋盤な」

-tich : san [s::m] 

-tjin: san [s:::mJ 

santich [s5ntgxJ r70J 

santjin [8さおりgn]r17J 

-je : baarch [ba:rx] r豚J→bargje[barγjg] 

-kje : gers [gε:s] r草」→gerskje[gc:skjg] r 

ぎするJ

草を食べるj

han [h::mJ r手」→hantekening[h5nte:kgnI:oJ r署名j

stM [8tε:tJ r都市J→stedrnan[stetrn:mJ r薬会人J

piip [pi:p] rパイプ」→pypskoft[pipskoft] r一服，短い抹息J

(c) 子音が銃捜する場合の耀母音1t
以上は別の音節が後続する場合の用開である。このほかに，子音だけ

が後続する場合が少数ある。

繍sk:st掛 [stE:t]r都会J-->stedsk [stEtskJ r都会的な」

rar bli付記 [bliv尚]r血をきます」は次のような変色をする。

税主主形拳数1人称ikblied [bliet] 
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2人称do{bletst [blest] /bli詮dst[bli;;Jst]} 

3人事象hy{blet [bl叫んliedt[bli;;Jt]} 

複数 wy 削除従 [bliada]

過去形 hybl悲tte[blet吋 過去分続 hyhat blet [blet] 

blet-[blet]のe[ι]は歴史的にかつての長母後e(古ブ.討をda，後に二重母音量化し

でもli告白)が短母音{ちを起こしたものである。英議?とも bleed剛bled-bledなどの類似し

?と変化があることに枝葉章。

類例:bried畦 r(鳥などが)卵を滋めるJ liede r (緩が}鳴る」

riede r助言言するJ ri巴rerかきまぜるJ sli日開「眠~J

(2) 個々の特徴

判長母音の穂類と後続音の制約

① ee/e の短母音化は少数の派生語に限られる。対tt，;ずる短母音が

i 出であることに詮意。

heech [he:xJ r高い」→hichte[抵抗aJr高容J

leech [le:xJ r低いjサ1ichte[1IxtaJ r告さJ

reek [re:kJ r欝J→rikje[rikjaJ r趨そ出すJ

窃 9種類の長母音のなかで00/0[o:J，聞は〕の惣母音化は晃られな

しlo

岳会加:Jは歯茎音の館でu/u[yJになる語がある。

hus [hu:sJ r家J.

結小形 huske[hyska] r小きな家，トイレJ/hfiske[huska] r小さ

な家」

事長生器 husk [hyskJ r家建的なJ huskje [hyskjaJ r住みつく j

huslik [hyslakJ r家の」

husfrou [hysfr::m] r主婦J huskepapier [hyskapapiarJ 

「トイレット。δ，立， eの短母静化は難繁Bこ見られるが， δと会の短母音イ七は 1の前
では起こらない (Bangma19932 : 78入

)
 
b
 
(
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短母音化の有無は正議誌からは判断できない場合がある。とくに i[i]/

[i:] (開資欝入民間音節目yJ/[y:]とぱ関音節)[吋/[y:]，oe[u]/[u(:)]， 

il [u]/[u:]といっ

24 (l)(a)②参熊}。

(c) 短母静化の起こりかた

短母音化は「課iれJ (~10) と同績に，アクセントをもっ母音に別の音範

ゃある種の子音が後続した場合を対象とするが，規則性がない。まったく

起こらない言語，語静変化や語務戒の一部だげに起こる言語などが多く， 1間々

ついて習縛ナる必要がある。

は， L」 しない(9

① まったく起こらない鰭:paad [pa:t] r小選J

複数形 paden[凶:ddnJ 縮小形 paadsje [pa:tiaJ 

誕生語 paadzje [p五:d3aJr小五遺伝作る」

合成語 paadwizer[pa:tvi:zdrJ r道しるべ」

φ 一蔀だけに超こる語:tiid [ti:t] r時間J
援数形 tiden [ti:dan] 縮小形 tydsje[tit¥a] 

深生語 tidich[ti:ddX] r時間どおりむ」紳士ydlik[tidldkJ r一時的

な」

合成語 tiidwurd[ti:tvOt] r動翻J紳士ydskrift[titskrIft] r雑誌J

短母静化の脊無が揺れてい

こした変化形との類推で，もと的語形の義母音が娃母

音に変わりつつある場合がある (Tiersma1979 a : 79)。次の語は

今日ではそれぞれboek[buk] ， r札:{[η叫がふつうである。ただし，

辞書には長母音と短母音の南方の語形がしるされている。

{新)boek [buk] r本J< (1日)boek [bu:k] 

件捜数影 boeken[bukan] 縮小形 boekje[bukja] 

(新)rok [r::>k] rスカート J< (1日)rok [r:>:k] 
件複数務 rokken[r5kdn] 縮小形 rokje[r・5kja]

逆に短母音イ七を鑓こした鰭が衰退しつつある場合もある (Tiersma

1979 a : 81) 0 
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(新)breedte [bre:ta] r広さjく(1日)bridte [brit記

や;>breed [bre:t] r広いJ

(d) 複数形と縮小形での格違

短母晋化は後続する音節が母音て?姶まる場合よりも子音で始まる場合の

ほうが超こりやすい。したがって複数形よりも縮小形のほうが頻繁に見

られる。

部iis[tsi:s] rチーズj→複数形tsizen[tsi:zanJI縮小野 tsyske

[tsiska] (以下同様の嬢)

tafel [活:fal]rテーフツレ」→tafels[tá:f~ls]/taffeltsje [tafalt¥a] 

bed [bc:t] rベッドj→beden[bE:偽記Ibedsje[Mtla] 

世「割れJ (~10) ではこの傾向はそれほど強くない。

議数形での想母音北は単数移が [a:]1 [コ:]U訟:J)+子音[m]1

[nJ/[記'の連続を含む場合に多い (Tiersma1979 a : 90， 94)。

daam [da:mJ r壌詰」→護数形 dammen[dam;:m]1縮小形

damke [dゑmkaJ(以下両様のJI際)

lan [b:n] r閤，土地J→ lannen尽きnan]Ilantsje [l5ntia] 

mus [mu:s] rネズミJ→ muzen[muzanJ/muske [m島知](muske 

[mýsk~J) 

時F オランダ諮の聞による複数形において(発音よの)関音節マ長母蓄を化が起こるのと

は対照的である{悌数形→複数形'似顔)。

フ.d抗[出k]r箆綬J→dakk記n[dakan] 

オ.dak [dak] r屋根J→daken[必:ka(n)] 

フ.oarloch [o，，(r)bx] r戦争J→oarloggen[o" (r) bγ"n] 

れ oorlog[る:rlコx]r戦争J→oorlogen[る:r10:狩 (n)] 

ただし，少数の認で次のような場合がある。

ブ.hoas [hoGs] rストッキングJ→hoazzen[wa:zan] 

これは [zJの前で [a]→ [a:Jとなる活フリジア務内部の後代の変化による。

次の誘はオランダ語からの借用である。

フ.bad [b::Jt， bat] r入浴，浴室」→baden[b五:d;tnJ

置費量史的には短母音化を起こした議形の母音のほうが主教にE討し長母音は本来の緩母音

の主義母脅イおにa楽する場合がある (Fokk巴ma19672 : 29) 0 1ととえば，次の例では綴
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小形の緩母音 [ι]のほうがきZい。

b剖 [be:t]rベッドJ→縮小形 bedsje[b利融]

義ヌド形の長母号変〔ε:]は{かつての)有芦子昔話{とくに閉鎖音)の高官で

イとして生じたものである{古ア.bedd)。との長王寺普営化は〔ε:Jが日目]

していないととから r割れJ (~10) 主主怒とったと捻定される 17蛍結後半以降の現象

といえる (Vander Me己主 1977: 17， 23) 0 

同様に，次のOtJでも複数形と縮小形の絞母音 [aJのほうが省い。
daam [da:m] r縫妨」→複数形 dammen弘知o.::m]/縮小形 damke[dam1ω] 

基本形の長母後[a:]はmの善寺で[a]が長母音fわして生じたものである(古ブ合 d五mm)

(Boersma/V註nder Woude 1係p・51，57) 

宮古い時代にさかのぼる媛母音化もある。?ととえば， (lXc)のblieder血を設立す」の説明

を重量療。

~ 10 r欝れJ (de brekking) 

{り まとめ

主義母音の耀母音化(~ 9 )に対/ii}.してニ重母音器について起こる変化が「割

れJであるo 「害jれJ はアクセント遣と持ち，あいまい母音弘〕で経わるく

だり二議母吾(itdelgeande twalti.d)がいわゆる「のぼりニ霊母者J (it 

opgeande twaIOd) に交替する現象を携す。

ie [iaJ→ie [jI] ea [IaJ→阻 [jt;J oe [uaJ→uo [wo] 

oa [oaJ→oa [waJ (ue [yaJ→ue UoJ) 

また，いわゆる「のぽり二二重母音J を含む語形だけがあって，立する

くだり二議母音をもっ語形を欠いた語についても「離れ」を起こしている

という ((2)(c)参照)。

gjin [gjlnJ r否定冠語J stoarm [stwarmJ 

による上記の交替は次のようにとらえられる。まず，前主幹部の長

めの母膏 が短時音化を鶴こし，開口度が狭まって半母音のわ

たり苦{ニ人 glide;[j] :誕舌母音の前， [wJ:後普母音の諮)になる。わ

たり音は音蕗核{音鮪主背，エ.ぉucleus)にはなり持ないので，

アクセントが後半部に移動し，あいまい母音が泊えて，もとの前半部の母

音よりも藷[]度が1段広い短f筆者に入れ替わる ([oaJ→ [waJでは [w'J]
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よりもさらに l段広い援母音になる)。このように r様jれ」は想母音化に

伴うアクセントの移動後指す現象である。じっさいの発音ではくだり

母音の前半部を長めに，いわゆる「のぼり二重母音」の後半蔀を続く発音

することに詮意が必要である。

w 歴史的には「割れJ Iま中期アリジア議 (Midfrysk 1550-1800)のや湾舌・中低舌母

務[e:J， [o:J， [コ:Jが前土幹部の高?を化を伴う二重量母膏化を起こした[iIJ，[IsJ， 

[uoJ， [o:>Jから生じたとされる (Vander Meer 1985，さらに Booij1989， Viss釘

1990)。この二重量母音は，長めの前半部がアクセント安保った決議であれば，後半部

が弱化して [i必， [I;:>] ， [u;:>]， [ね〕になった。一方，別の音節が後続して諮が長く

なったり，ある織の子音が後続して後節後半部の鋳造が複雑になると，それそ嫌って

長めの前半額が綬録音化を起こしてわたり音 [w]になれ自動的に後半普sにア

グゼントが移動して[jfJ， [je]， [wる]， [w5J (>[w五])1となった。このことから，

いわゆる「のぼり二主義録音」の後半部がくだり二議母音の前主幹部よりも湾口度が1段

広い理由が説拐される。

'oa [o;:>J→oa [wa] ，の交替は関口度が2段広くなる点で例外的である ([oJ→

→ [a]) 0 [0叫が〔吉野コ]にとどまらずに [wa]V.となったのは錦まもJが起こった時

代(推定で17世紀後半)に滋フリジア諮には*[W3Jという緩み会わせが許怒れない

という制約があったためと考えられている(Hoekstra1事88)。今日ではswan[sw:>n]

f白鳥」のように [w::>]の組み合わせも見られるが*‘[0;:>]→ [w::>]，という新しい

交番幸は生まれていなし為。これは後で述べるように苦手jれj が摩史的な現象であり，

今RL'は生皮1全長失っていることきそ示している。
「苦手jれJの発途漁獲についてはいくつかの意見があるが，現在ではVander M関 T

(1977)を部分的に改めたVander Meer (1985)金子資湾家的な解釈として夜カであ

る。 Booij(1988， 1989)， Viss号r(1990)はそれに音韻論的な解釈を施したものであ

る。上認の説明もこの3者に装づいている。

「翻れJ は「くだり

とがある。しかし r割れJ

擦が半母音であり，薮饗に

らのぼり

こしたいわゆる「の援り

といわれるこ

は菌学

et al. 19782 : 133， Booij 1988 : 19 

と趨母音の組み合わせである (Cohen

Booij 1989 : 320 ff.) 0 

と後半部の組み合わせに斜限があり，種類が限られている。

ところが，いわゆる「のぼり二滋母音J では[ji]が稀で*[wu]がないことを除け

ば組み合わせは自由である (Booij1989 : 322 fλ また， [wo]![wa]の [w]は特

定のそ子音の直後で唇禽空襲擦音に近づ怒， [vo]![ va] と発斎されるととがある(~ 12 (3) 

(b)参照)。反議はVi鉛巴r(1990)参照G

-66-
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「割れ」は短母音化と同様に，別の音節ゃある種の子音が後続したときに

特定の語棄を対象として起こる。形態的には複数形や縮小形という語形変

化と派生語や合成語という語形成のほかに，形容詞と副調の比較や動詞の

変化にも反映することがあり，短母音化の場合よりもやや範囲が広い。ま

た，短母音化とちがって「割れ」には方言差があり，南西部方言(Sudwest-

hoeksk)や島の方言では借用語を除いて「割れ」は見られない (Vander 

Meer 1985 : 8)。

(a) 二重母音の種類から見た「割れ」

ie [id]→ie [jI] 

stien [stidn] ，-石」→stiennen[stjIndn] ，-石(複数形)J

ea口d]→ea[jE] 

beam [bldm] ，-木」→beamke[bjEmkd] ，-木(縮小形)J

oe [Ud]→UO [woJ (この交替にかぎって正書法で規則的に区別する)

stoel [studl] ，-いす」→stuollen[stwoldn] ，-いす(複数形)J

oa [Od]→oa [wa] 

doar [dodr] ，-ドア」→doarke[dw五rb]，-ドア(縮小形)J

(ue [Yd] → ue 日叫)

(flues [flYds] ，-膜」→fluezzen[fljOzdn] /fluezen [flYdzdn] ，-膜(複

数形)J) 

(b) 機能的に見た「割れJ (Tiersma 1979 a : 34 ff.， Tiersma 1979 b : 14 

f.， Van der Meer 1985 : 3 ff.) 

①複数形

trien [tridn] ，-涙」→triennen[trjIlldn] 

keal [kldl] ，-子牛」→keallen[kjEldn] 

foet [fUdt] ，-足」→fuotten[fwotdn] 

soan [sodn] ，-息子」→soannen[swゑlldn]

② 縮小形

trien [tridn] ，-涙」→trientsje[trjIntld] 

keal [kldl] ，-子牛」→kealtsje[訂正ltld]
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foet [fu;:，t] 

soan [SOeln] 

北大文学部紀要

fuotsje [fwotlel] 

soantsje [swantlel] 

と副詞の比較

形容詞と副詞の種類はほぼ次のものに誤られる。

原級 比較駿

fier [fi;:JrJ r遠いJ

swier [Swielr] 

fierder [fjld;:JrJ fierst [fj 1st] 

swierst [swIstJ 

(く[swjIst])

伊半母音の速統

swierder [swid;:，r] 

( < [swjid;:，r]) 
を避けて[j]が脱落する。

djoer [dju;:Jr] r潟価なJ djoerder [djOd;:Jr 

dju;:Jd;:Jr] 

moai [mo:iJ r美しいJ

(< [mo;:Ji]) 

graach 

moaier [mwゑj;:，r，

mo:jelr] 

leaver rむしろJ

djoerst [djOst， 

dju;:Jst] 

moaist [mwaist， 

mo:ist] 

[ljsvelr， 1日:w;:Jr]

舎動詞の変化:過去形付e/-test/糊詩的

leafst r何よりもJ

[ljest， lj:J:ust] 

ほぽ次のものに摂られる。

sliepe副知P;:J] r眠る円、疋邦人J-

過去形単数1人稔 ik{sliepte [sljipt;:，]/slepte [slEptel]} 

2人殺¥do {slieptest [sljIpt;:，st]/sl叩test[slEpielst]} 

3人事fJ;hy {sliepte [sljipta] / slepte [slEpi;:，]} 

議数 wy {sliepten [sljipt;:JnJ/slepten [slspt;:Jn]} 

くi=>環在形複数 wysliepe [sli;:}p;:，J 

.". sl告pte-[sltpt;}]のe[eJはかつてのま毛母音さの短母変化による (3引lXc)参燃)。
官 doare[do;}r;}] (doarr♀[dw善問])rあえて..ずる」の変化形lこも[..寄va..]/[.. O;}.. ] 

の両方がある。

e 
i )名詞
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西フリジア語の音韻と正書法(1)

-ens : moai [mo:i] ，美しい」→moaiens[mwaj8ns， mo:j8ns] ，美し

さ」

-heid : wier [vi8r] ，本当の」→wierheid[vjIrhit， c.. hait， .. 
hEit) ; vI8r..] ，真実」

-ing : keat [kI8t] ，鎖の個々の輪」→keatting[kjttIU] ，(個々 の輪

がつながった)鎖」

-ling : foet[fu8t]'足」→fuot1ing[fwotllU]' (ストッキングなどの)

足の部分」

-sel : riede [ri8d8] ，推測する」→riedsel[rjIts81， ri8ts81] ，なぞ」

-skip : boade [bO8白]，使者」→boadskip[bwatskIp]'買い物，使

しユ」

旬te: fier [fi8r] ，遠い」→fierte[fjIt8] ，遠さ」

ii)形容詞

-eftich : keal [kI81] ，子牛」→kealeftich[kjt18ft8x] ，子牛のよう

な」

-en : poen [spU8n] ，削りくず」→spuonnen[spwon8n] ，削りくず

でできた」

-ich : beam [bI8m] ，木」→beammich[bjtm8x] ，木が多い」

-erich : bloed [blu8t] ，血」→bluodderich[blwod8r8x] ，血まみれ

の」

-drich: moade [mo8d8] ，流行」→moadrich[mwadr8x] ，流行の」

ーlik: goed [gU8t] ，良い」→guodlik[gwod18k] ，善良な」

・sum: ien [i8n] 'lJ→iensum [jI:ns8m， I8ns8m] ，孤独な」

iii)名詞および形容調(地名)

-mer : Sleat [s1I8t] ，スレアト(オ.Slotenスローテン)J→ Sleat-

(te)mer [sljH(8)m8r] ，スレアトの(人)J

-ster : (Alde-) Boarn [ (コ:d8)bO8n] ，(オーデ)ボアン(オ. (Olde-) 

Boorn (オルデ)ボールン)J→Boarnster[bwa:nst8r] ，(オー

デ)ボアンの(人)J
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iv)動詞

-je : trien [tri;:mJ r諜j叶 trienje[trjinja] r哀を識す」

ぷje: boer [bω，r] r農夫J→buorkje[bworkj<l] 

噌tsje: tean [tIan] r足の懇，つま先」→teantsje[tjentiaJ rつま先

で歩く j

⑥ 合成諜

trien [tri<ln] trieneach [trjinlax] r涙を淳かべた罰」

keal [klal] r子牛J→keallef1eis[kje1aflais， .. fl6is] r子牛の禽J

foet [fuat] r足」→fuotgonger[fwotgo邪rJr歩行者」

moarn [moan] r朝」→moarnsiten[mw五:nzitan]r朝食」

(c) 子膏が毛色読した場合の「割れJ

以上は弼の音第が後続する場合の用担!である。このほかに子音だけが

後議する場合が少数ある。

φ 動視の変千七:現夜形単数2・3人称(-t，引)，過去分詞(ぺ)
霊会調の種類はほぽ次のものに限られる。

sliepe [s!iap8] r眠る(不定鍔)J (Fokkema 19672 : 64， Tiersma 

1985: 22) : 

現在形単数2人称 do {sliepst [sljlpst]/slepst [slεpst] } 

3人事お hy {sliept [sljlpt]/slept [slept]} 

過去分詞 hy hat {sliept [sljlptJ/slept [sleptJ} 

仲現荘形単数1人称 iksli叩 [sliap]

申告l叩・ [S]EP]のe[E]はかつての長母音舎の短母昔話11::;による (s9 (lXc)参照}。

幹部 [gl<ln]r行く(不定器)J (Zantema 1984 : 324) : 

現在形単数2人称 do giest [gjlst， giast] 

3人称 hygiet [gjIt， giat] 

や〉璃校形単数1人事訴 ik gean [gI8n] 

過去形単数 {ik/hy} gie [gia] do giest [giast] 

過去分割 hy is gien [gi8nJ 

隠rdoare [d6ar.:l] (doarre [dw五raJ)r追うえで..ずる」の変化形にも L.wa.. J/[.. oa..] 
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滋フリジア諮の後綴ヒ亙書法(1)

のF母方がある。

② 

-sk: priemsk [priam] r編針J叶 priemsk[prjlmsk] rとがっ

moarn [mo~m] moarsnk [mwa:nsk] r朝のJ

ii)副詞

-s : moarn [mo，m] r朝J→moarns[mwa:nsJ 
『英惑のonly[ounli] !lonely [lounli]! alone [;}lou叫と one[WAn]!OnCe [WAnS] 

の務途はj!]jフリジア識の「苦手jれJ Iζ類似している。

(2) 個々の特徴

(a) 接続資の制約と二議母背の種類によ

「欝れJ は母音や軟口議予審g[γ]， ch [x]の護前では結こらない。

f [f]， v [vJの蓋蔀でも稀である。

後半部にあいまい母音を伴う 6題懇のくだり二議母苦のなかで，

れ」を起こすのはeo/eau/eu[oa]を除く 5種類マある(この音は前半部

の〔記より関口度が大きい内容の短母音がない。歴史的には{日の説明を

参賠)。議りむ5種類のなかでは‘oe[ua]→∞ [wo] ，の交替が最も多

く (Tiersma1979 a : 50)，正書法でも規則的に区射して訴す。

東対に‘ue[ya]→ue [joJ'の併はひじように少なく r翠jれJ

ない扱いそすることもある。たとえば，次の諮のペアは正書法で

の有無が誌刻されているというより，むしろ挺々の語として扱われる。

(b) 

sluere [slyara] r滑るJ-sljurkje [sljOrkja] r静かを':"lF3{;) J 

次の用伊jもこれに準じる (Sipma1913 : 22)。

fjoer [fju;:)rJ (fuer [fyarJ) r火J • 

援数形 fjurren[fj手ran] 縮小形 fjurke[fjOrka] 

fjur・je[fj針 r発砲するJ fjurrich話番rdX]r熱烈なj

の有無はIE欝法から判断できない場合が多い。正書法で区別す
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る方法として と る (s24 (日参照)。
①母音字の変更

'oe [08]→uo [WO] ，の3(梼は規知的に母資字を変更して表記するo

boerd [bU8t] ，-台J→複数形 buorden[bwod8n] /縮小形 buordsje

[bWOt¥8] 

対応、ナるくだり二重母管をもっ語形を欠くものは， oa [waJを除い

て規則的にji[jI]， je [je] ， uo [WOJと表記する。

djip [djip] ，-深いJ stjerre [stjer8] ，-死ぬJ guod [gwotJ ，-物J

件 boarst[b問 r鞠」 koart [kwatJ ，-短いJ

命

子音字が1つだけ後続するときは規則的に子音念撮複する。

bien [bi8n] r脅」→捜数形biennen[bjIn8n] 

2つ以上後続するときには援護せず，あいまいである。

bien [bぬれ]，-骨」吋縮小形bientsje[bjInt¥8] 

feart [fI8t] r運河，範行J→複数形 fearten[fju8n] /縮小静

feartsje [fj批判

board [b08t] r甲較J<iロ;>board [bwat] r (五五をのせる)設」

「割れ」を十分に表記しない中途半鶏な正書法は「割れ」の議失に拍車

をかけているの「割れj の衰退は酉ブリジア語の衰退を訴す~191Jであり，

f害uれ」の不十分な表記は西フリジア言警の正書法の最大の欠態といえる。
昨ブリジア諸学のT.ブアイツマ氏 (TonyFeitsma)と作家で釜語学者でもあるて仁リ

エメスマ氏 (TrinusRiemersma)は剣れjの有f然きをはっ滋り示す霊長践の正事委まきを
用いて著作受発表している。

(c) 対応するくだりこニ翠母音そもつ語務がないもの

対a:.ずるくだりこ霊殿幸子を含む語形を欠き，語搭変化や語形成による

とは関係なく「揺れj そ起こしたいわゆる「のぼりニ整理音j を示

す醜立した語がある。とくに rおよびそれに後続する子音との組み合わ

せが多い。

智かつての変化彩からの類縫によるものも含まれる。たとえば，次の彩容詞は変化語尾

一 72



商ブリジア誇の妥績と1E警察法(1)

-eがついた語形からの類捻を受けて定着したものと考えられる (Tiersma1979 a 

23， Van der M記号r1986 : 47)。

はjin[skjln] r清潔なJ toar [twar] r不毛なj

"'"ア認の語のなかにはもともと二議母音を含まず，綬録音から発途したものがるり，ヌド

宝詳で扱ってきた「割れ」とは別の性絡をそもつ可能性がある(Libεrman1987 : 129)。

ヨ)[jI] 
hjir [jIr] rことJ

fjild出IltJ

命[jE]

earnst [jε:nstJ rまじめさ」

tjems [tjems] rフィルタ…j

③ [woJ 

guon 習¥Ton]rいくつかめJ

fuort [fwotJ r露量れてj

ゆ [wa]

koark [kwarkJ r:J}レク拾J

foarm [fwarmJ r形J

doarp [d，varp] r村J
boarne [bw加<)]r泉J

国it[jItJ r暑いJ

strjitte [strjIta] r通り J

hearre [jeraJ r聞く J

hjerst [jιst] r款J

muorre [mwora] 

muonts [mwontsJ r静選告J

smoarch [smwarxJ rきたないj

woarst [(りwast]rソーセージJ

board [bwatJ r (血をりせる)

skoal1e [skwゑI<)J

離[joJの例にはlju r人々Jbjust日r[bjOst;)r] r変な」などがある。鉛で述べたよ

うに [w]と後続する録音の組み合わせには [ji](務)/*[wuJ (不可}をと徐い

て制限がない。

暖炉官+母望者'の連続には「割れJ以外tこ次の3穣類がある (Viss邑r19官舎:266)。

i)古フリジア語の「割れJ (Aldfryske brekking) (H郎総r1903 : 12， Stel1er 1928 

: 11， Holthau総数/Hofmann19852) 

-chtの直前で日/i>iu:

間ブ.rjocht r1EしいJ (古フ.riucht/riochtくネrihti)

-ng(w)/ー(n)k(w)の襲撃前でi>iu(w-Umlautともいう): 

滋フ~ sjonge r歌う J (古フ.siunga/siongaく向in伊 Tan)

首フ.tsjok (-te) r潔い(さ)J(台フ.thiukkeく*thi (c) kwl) 

話)-iuwe/'eauwe (く1-)で終わるいくつかの動詞

skriuw母 [sk吋和問， skrjる:w;)]r警く J (古ブ.skriva) 
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skreauw邑 [skrjる:W<JJr叫ぶJ (古フ.skria) 
iii)合w>jou[j::m]の変化によるもの

Ljouwert [!j5u守t]rリャウヱト(オ.L告企uward宮口レーワノレデン)J(くL在W日rt)

(d) r艶れJ の組こりかた

「蔀れJは窓母音化と同様に特定の語棄に限られ，規員立殺がない。まっ

たく紹こらない語，一部だけに紐こる語などがあり，個々の語棄につい

て智徳ずる必要がある。

金 まったく起ζらない諦 (ch[x]， g [γ]の寵前など)

each [1認 F回」→綾数形eagen[Iayan] 続小形 eachje [iaxja] 

託生語松gje[iaγja] 

なる」

めるJ eachlik [Iaxlak] r自の保養に

合成語 eachdokter [Iaγd:>ktar] r親科医J

hier [hiar] r貸倍，家賃」→護数形 hieren仏iar;:mJ

抵主主語 hiere [hiara] r借りるJ hierder [誼e!dar]r大家J

hierjierren [hiarjlran] r貸借期開J hierkontrakt 

[hiarkontrakt] r貸借契約」

@ 一部だザに認とる言書:

doaze [doaza] (doas [doas] r籍J)

→機数形 doazen [doazan] 続小形 doaske [dwaska] 

keap [klap] r購入」

→採生諮 keapje[kIapjaJ r襲うJ keaper [kIapar] 

keappriis [kIapri:s] r兜鐘J keappenskip [kjEpansklp] 

「鞠業j

bloed [bluatJ r血J

bloedich [bluadax] r車のついたJ bluodderich 

[blwodarax] r庖まみれのJ

hier [hiar] r毛J

→後数形 hierren [jIranJ 縮小形 hierke[jIrka， hiarka] 

派生謡 hi杭je[jIrja] r毛が生え変わるJ hierren [jiran] r毛製
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のj

合成語 hierknippe[hí~rknlp~] r散髪するJ

ka:m] r櫛」

hierkaam [hIdI・

@ r事!れ」の有離が揺れてい
earm [jErm， I~rmJ r蹄J

noard [nwat， nOdtJ r ~tJ 

偲 rs[jεs， Ids] r尻」

ienentweintich [jIn，mtvaintdx， .. tvεintdx; idn.. ] r21J 
ierappel [jIrapdl， j~ráp~l， Iarapal， iaráp~l] rジャガイモ」

(←ierde [íad~] r土，地面JトappelrリンゴJ)

-earje [jErja] : studearje [stydjerja， .. dIarja] r大学で学ぶJ

@ r割れ」の有無による意味・品語・用法の室長があ

i) leaf [lIaf]日叱しい，女子きな」一比較穀 leaver [1î~var ]一最上綾

leafst [lIafst] 

graach r好んでJ一比較級Jeaver[1jevar， Jjき:w<'ir]rむしろj

級 leafst[ljεst， lt:ustJ r {i!Jよりち」

ii) foar [fwar， far， f<lr] : 

前置詞十名器 foarde doar rドアの前にJ foar dy r震のためにJ

合成言語 foarby [fwabei， fa..， f<l..]に.を通り過ぎてJ

foardoar [fwado<lr， fえ.Jr主題玄関J

foar [fo~r] : 

‘代名語のder'十前賢詞 Wy binne der net foar. r事えたちはそれに

賛成ではないJ(Bosma-Banning 198P : 44) 

百.Vand邑rM日er(1985 : 138-256)には「苦手iれJを起こすすべての懇{当持の翻査で(1435

務))iJ宝記毒殺されている。倍々のくわしい統計についてはVander M母校 (1986: 49 

ff.)参索。

(e) の性格

「議jれj は務フリジア謹む主義饗な特轍?あり，援用頻農の高い諮そ多く

含んでいるo しかし，今日ではすでに生産性を失っており r離れ」を組

こす語は謡象的に間定している。しかも，語形変イヒや語形成での類識に
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よる単純化やオラン夕、語の影響，中途半端な工定書法などから現在で

退しつつある。比較的「割れJが保たれやすいのは次のような場合であ

る。

①合成語の意味が「不議明」な場合

一般に合成語では「翻れ」が組こりにくく，たくに新しい合成語で

は起こりにくい。古くから晃られ，全体として意味が閉経した「不

透明」な合成語は「割れJ を保つことが多く，各成分に意味が分析

できる な合成語は若い世代で「割れJ こさない{頃向が

強い (Tiersma1979 a : 61， Van der Meer 1985 : 87 ff.) 0 

earizer [jεri:zar] rイエリーゼル(金艇をあしらった法統的な婦人

用の頭巾)J

くご)earlapke [Iarlapka] r (防寒飛の)

lapke r布切れJ)

ierdbei [jidbai， .. bεi] rいちご」

{←ear [Iar] r耳Jト

毛士)ierdryk [btrikド世界J(←ierde仙台Y地球，大地J+rykr摺J)
skoarstien [skwaian] r煙突」

や;>skoarbalke [skoarbalka， skw三r..]r支梁，支柱J(←skoar 

[skoar] r支えJ十balker角材J)

@ 護数形と縮小形の頼度が高い場合と類推

頻度が高い懇は複数形や縮小形で「離れ」を保つことが多い (Tiers-

ma 1979 a: 60 f.， Tiersma 197臼b: 3 ff.)。たとえぜ，次の語はじっ

さいに複数形で痛いることが多い「単数形→複数形'の鱗)。

trien [tri;:m] r糠j→triennen[trjlnan] 

fear [fIar] r羽」→fearren[fjEran] 

hoas [ho部]rストッキングJ→hoazzen[wa:z;:m] 

tean [tI;m] r廷の指J吋 teannen[tjEnan] 

skoech [sku (:) xJ r乾j吋 skuon[skwon] 
次の語は縮小野で用いるほうが多く，縮小形だけに「書yれJ が見ら

nる。
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doaze [d08Z8] (doas [d08S]) I箱」

→複数形doazen[dO8Z8n]J縮小形doaske[dwasb] 

次の語では複数形からの類推で単数形に「割れ」が及んでいると考

えられる (Tiersma1986 : 5)。

earm [jc:rm， 18rm] I腕」←複数形earmen[jErm8n] 

goes [gU8S]/guOS [gwos] Iアヒル」←複数形guozzen[gwoz8n] 

一般に複数形で「割れ」を起乙さなければ，縮小形や派生語，合成

語でも「割れ」は起きない傾向がある。

Gr (c)で述べた次の語(変化形からの類推を受けた形容詞)を参照。

skjin [skjln] i清潔なJ toar [twar] i不毛な」

③ 固有名調

固有名調として固定した語では「割れ」が保たれやすい。たとえば，

east [I8st] I東」とその普通名調の派生語や合成語では「割れ」が

起きないのにたいして， Easter-[jεst8r]ではじまるフリースラント

の伝統的な地名(後半部にアクセントがあることに注意)はすべて

「割れ」を起こす (Vander Meer 1986: 45)。

Eastersee [jc:st8rse:] Iイエステルセー(オ.Oosterzeeオーステlレ

ゼー)J

Easterwierrum [jεst8rvjIr8m] Iイエステルヴィイルム(オ.Ooster-

wierumオーステルヴィールム)J

Easterwalde [jc:st8rv5:d8] Iイエステルヴォーデ(オ.Oosterwolde 

オーステルヴォルデ)J

ただし， East-[I8St]ではじまる地名はこれ以外の比較的最近の語

棄に用いる傾向があり I割れ」を起こさない。

Eastenryk [I8st8nrik] Iオーストリア」

Eastfries [bstfri8s] I東フリースラントの人」

(3) r割れ」と短母音化

「割れ」と短母音化は共通点が多い。ともに特定の語棄を対象として，別
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の音節や子音が後続したときに，名調の複数形と縮小形，派生語，合成語

などで起こり，形態論的に果たす役割が大きい。この点で両者は機能的に

ドイツ語のウムラウト(ド.Umlaut)に似ている。「割れ」を起こした二

重母音は，音声学的に見て全体として同時に短母音化を起こしている

(Tiersma/De Graaf 1980， De Graaf 1985)。

また，両者ともアクセントを置かずに早口で発音したときに起こりやす

い。たとえば，前置詞foar，-の前に」は [fwar]([far， far])のように

ふつう「割れ」を起こすが，強調して発音すると「割れ」は起こりにくく，

[foar] となりやすい (Tiersma1979 a : 40)。一方，数字のtwa，-2 J は

単独で用いてはっきり発音すると， [twa:]のように長母音だが，他の名調

とともに用いると， twa [twa] beammen'-2本の木」のように短母音を含

んだ発音になりやすい (Tiersma1979 a : 84 f.， Tiersma 1985 : 20)。

さらに，-割れ」を欠く方言では他の方言で「割れ」を起こす場合に短母

音化が認められることがある (Vander Meer 1985 : 8 f.)。たとえば，-割

れ」を示さない南西部方言 (Sudwesthoeksk)では，次のような標準語の

「割れ」による交替のかわりに

beam [blam] ，-木」→複数形beammen[bjEman] 

次のような短母音化による交替が見られる (Miedema1958 : 150 ff.)。

beem [bE:m] ，-木」→複数形bemmen[bEman] 

標準語でも sliepe[sliapa] ，-眠るJ (古フ.slepa)の変化形にはsliep-

[sljlp-]と slep-[slEp-]の両方の形がある((1)(b)④， ~9(1)(c)①参照)。後

者のslep-[slEp-]は古フリジア語slepaにさかのぽる長母音e[E:]が短母

音化を起こした語形である。そのほかにも，次の語のように両方の語形が

辞書に記載されている場合がある。

brief [briaf， bri:f] ，-手紙」→縮小形briefke[brjIfka， brifka] 

(Zantema 1985 : 139， WFT 3 1986 : 204) 

bloeie [blu (:) ja] ，-咲く J (古フ.bloia)→派生語blossem[b15sam]/

bluossem [blwosam] ，-花，開花J (Zantema 1985 : 117 f.， WFT 

3 1986 : 2変更)
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短母音化は西フリジア語使用地域全体に広がっており，歴史的にかなり

早い時期にさかのぼるものから，比較的後代に由来するものまでさまざま

な現象を含んでいる。一方，-割れ」はおそらく 17世紀後半に大陸の一部

の方言を起源とするとされる (Vander Meer 1985 : 39 ff.)。両者の歴史

的な関係には不明な点が多いが，歴史的に「割れ」は短母音化の一部の特

殊な場合と考えられる可能性もある (Tiersma1979 a : 95， Boersma/Van 

der 羽Toude198P : 50)。

官従来 r割れ」は 18世紀に起こったといわれてきた。しかし，最近の研究によれば17

世紀後半を起源とするとされる (VanderM巴er1985・39ff.)o17世紀前半に活躍し

たギスベト・ヤーピクス (GysbertJ apicx 1603-1666)の作品には「割れ」は十分に

表記されておらず割れ」の引き金になったと思われるくだり二重母音の短母音化

だけか清志められるにすぎない。

『音韻変化としての「割れ」の性格についてはふたつの意見が対立している。まず，

Tiersma (1979 a， 1986)によれば r割れ」はかつては現在よりもずっと広い範囲を

対象として規則的な音韻変化として起こったものの，種々の制約によって十分に実現

せずに弱まり，後の時代に語素的・形態的に固定したものと述べている。それにたい

して， Van der Meer (1985)は資料的にその証拠はなく r割れ」は特定の語裳だけ

を対象とする散発的な現象として始まり，最終的に規則化されるに至らないで終わっ

たものとみなしている。 Tiersma(1979 a， 1986)の意見は理論的に説得力があり，

Van d巴rMeer (1985)の意見は豊富な資料に裏付けされている。
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